
～「北海道・新時代の創造」に向けて～ 北海道総合政策部

公 共 事 業 評 価 総 括 表

資料３





国 道 市町村 その他 方針 検討事項 方針 検討事項

1 08-01 建設部
道路改築事業費
（社会資本整備総合交付金）

きたひろしま

総合
そうごう

運動
うんどう

公園
こうえん

線
せん

（仮称
かしょう

）

北広島市
H32

(2020年)
H34

(2022年)

延長　L=2.8km
幅員　W=1.25+6.5+1.25m
道路工 L=2.5km、橋梁工 N=4

6,300 50.0% 50.0% - - 1.08
要望を行う
ことは妥当

要望を行う
ことは妥当

全員
評価
地区

※「事業着手年度」及び「事業完了年度」は、公共事業事前評価調書との整合を図るため、「平成（H）」表記とし、西暦を併記した。

◎公共事業評価専門委員会の審議を踏まえ、政策評価委員会として付した付帯意見

    

平成30年度公共事業（大規模等）事前評価総括表

総事業費
(百万円)

負担割合（％）
事 業
着 手
年 度

完 了
予 定
年 度

事業内容

　

市町村名

整
理
番
号

調書
番号

所管部 事　業　種　別
（ふりがな）
地　区　名

摘　要二次政策評価Ｂ／Ｃ 一次政策評価

評　価　結　果

（１）当事業の実施に当たっては、関係する事業者等と協議の場を通じて密接に連携協議し、求められる事業の目的や公共性を確保するとともに、道民に対し十分な説明責任を果たすこ

と。

（２）きたひろしま総合運動公園の整備等に大きな変更が生じた場合は、適宜、政策評価の対象とする。

（３）環境調査の結果を踏まえ、地形改変の影響を受ける希少な動植物は可能な限り移植等の保全措置を講じ、自然環境への負荷は最小限にとどめるよう配慮すること。

また、自然環境を監視する協議会等を設立し、保全措置の実行性を高めること。
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総事業費 総事業費

(直近 (変更)
又は
当初)

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

1 建設部
道路改築事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-01 大麻東雁来線
おおあ さひが しか り きせん

江別市

　大麻東雁来線は、江別市大麻の道央自動車
道江別西ICから、札幌市東区東雁来の国道
275号に至る10.6kmの幹線道路である。
　このうち、江別西ICから道道東雁来江別線交
点までの2.5kmの区間において、線形改良、4車
線化及び歩道設置を行い、江別西ICへのアクセ
ス向上及び安全で円滑な都市内交通の確保を
図るもの。

H20
（2008）

R1
（2019）

R5
（2023）

2,850 1,140 3,186 1,274 継続
(変更無)

継続
審議
地区

2 建設部
道路改築事業費
（特定道路事業交付金）

08-02 名寄
な よ ろ

遠別
えんべつ

線
せん

遠別町

　名寄遠別線は、名寄市から幌加内町を経由
し、遠別町に至る約90kmの路線である。
　このうち、幌加内町と遠別町の境界から遠別
町方面への交通不能区間7.8kmを結ぶ新たな
道路整備により、物流の効率化や住民生活の利
便性向上、地域間の連携強化を図るとともに、
自然災害発生時における代替ルートの確保や周
遊観光への支援を図るもの。

H22
（2010）

R3
（2021）

R7
（2025）

11,500 2,300 13,100 2,620 継続
(変更無)

継続
全員
評価
地区

3 建設部
大規模特定河川事業費・
広域河川改修事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-03 釧路
く し ろ

川
がわ 釧路市

釧路町

　釧路川は、太平洋に注ぐ一級河川で、S61年
の洪水やH5年、H6年の高潮により、家屋浸水な
ど多大な被害が発生。
　また、H25年には、支川の別保川においても、
洪水により、家屋浸水の被害が発生。
　このため、計画延長13.5kmの区間について、
堤防の新設や河積の拡大を行い、釧路市旭町
地区、釧路町別保地区などの家屋5,967戸、農
地5haの浸水被害を防止するもの。

H7
（1995）

R26
（2044）

変更無 31,336 10,445 39,905 13,302 継続
(変更無)

継続
審議
地区

4 建設部
大規模特定河川事業費・
広域河川改修事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-04 クサンル川
か わ

稚内市

　クサンル川は、宗谷湾に注ぐ二級河川で、H6
年、H8年、H12年の洪水により、家屋浸水など
多大な被害が発生。
　このため、計画延長1.05kmの区間について、
河積の拡大を行い、稚内市大黒地区などの家
屋391戸の浸水被害を防止するもの。

H19
（2007）

R9
（2027）

R10
（2028）

4,500 2,025 6,327 2,847 継続
(変更無)

継続
専決
地区

整
理
番
号

事 業 概 要 等
うち

道負担額
うち

道負担額

令和元年度公共事業再評価総括表

所管部
ふりがな

地区名
事　業　種　別

変更

調書番号
事 業
着 手
年 度 直近

又は
当初

完 了
予 定
年 度

市町村名 摘　要

意見等

評　価　結　果

摘要（変更内容等）

一次政策評価 二次政策評価

方針方針
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総事業費 総事業費

(直近 (変更)
又は
当初)

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

整
理
番
号

事 業 概 要 等
うち

道負担額
うち

道負担額

令和元年度公共事業再評価総括表

所管部
ふりがな

地区名
事　業　種　別

変更

調書番号
事 業
着 手
年 度 直近

又は
当初

完 了
予 定
年 度

市町村名 摘　要

意見等

評　価　結　果

摘要（変更内容等）

一次政策評価 二次政策評価

方針方針

5 建設部
広域河川改修事業費
(社会資本整備総合交付金）

08-05 生田原川
い く た わ ら が わ

遠軽町

　生田原川は、湧別川水系湧別川に合流する
一級河川で、S50年、S54年、S56年の洪水によ
り、家屋浸水など多大な被害が発生。
　このため、計画延長23.3kmの区間について、
堤防の新設や河積の拡大を行い、遠軽町生田
原地区などの家屋29戸、農地216haの浸水被
害を防止するもの。

H12
(2000)

R5
(2023)

R14
(2032)

5,493 1,831 6,105 2,035 継続
(変更無)

継続
専決
地区

6 建設部
広域河川改修事業費
(社会資本整備総合交付金）

08-06 伏古別川
ふ し こ べ つ が わ

帯広市

　伏古別川は、十勝川水系十勝川に合流する
一級河川で、Ｈ23年の洪水により、家屋浸水な
ど多大な被害が発生。
　このため、計画延長2.8kmの区間について、河
積の拡大や排水ポンプ施設の整備を行い、帯広
市北親地区などの家屋591戸、農地1haの浸水
被害を防止するもの。

H26
(2014)

R10
(2028)

R14
(2032)

3,930 1,310 4,495 1,498 継続
(変更無)

継続
専決
地区

7 建設部
広域河川改修事業費
(社会資本整備総合交付金）

08-07 美国川
み く に か わ

積丹町

　美国川は、日本海に注ぐ二級河川で、H10
年、H11年の洪水により、家屋浸水など多大な
被害が発生。
　このため、計画延長0.8kmの区間について、堤
防の新設や河積の拡大を行い、積丹町船澗地
区などの家屋294戸、農地2haの浸水被害を防
止するもの。

H12
(2000)

R1
(2019)

R4
(2022)

3,682 1,657 4,507 2,028 継続
(変更無)

継続
専決
地区

8 建設部
広域河川改修事業費
(社会資本整備総合交付金）

08-08 汐
し お

泊
どまり

川
が わ

函館市

　汐泊川は、津軽海峡に注ぐ二級河川で、H7
年、H10年の洪水により、家屋浸水など多大な
被害が発生。
　このため、計画延長7.5kmの区間について、堤
防の新設や河積の拡大を行い、函館市古川町
地区などの家屋80戸、農地60haの浸水被害を
防止するもの。

H12
(2000)

R9
(2027)

R23
(2041)

7,000 3,150 7,823 3,520 継続
(変更無)

継続
専決
地区

3 



総事業費 総事業費

(直近 (変更)
又は
当初)

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

整
理
番
号

事 業 概 要 等
うち

道負担額
うち

道負担額

令和元年度公共事業再評価総括表

所管部
ふりがな

地区名
事　業　種　別

変更

調書番号
事 業
着 手
年 度 直近

又は
当初

完 了
予 定
年 度

市町村名 摘　要

意見等

評　価　結　果

摘要（変更内容等）

一次政策評価 二次政策評価

方針方針

9 建設部
広域河川改修事業費
(社会資本整備総合交付金）

08-09 藻琴
も こ と

川
が わ

大空町

　藻琴川は、オホーツク海に注ぐ二級河川で、
H10年、H12年、H13年、H18年の洪水により、
家屋浸水など多大な被害が発生。
　このため、計画延長6.0㎞の区間について、堤
防の新設や河積の拡大を行い、大空町東藻琴
地区などの家屋2戸、農地61haの浸水被害を
防止するもの。

H20
(2008)

H30
(2018)

R7
(2025)

880 396 1,614 726 継続
(変更無)

継続
審議
地区

10 建設部
河川総合流域防災事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-10 石山
い し や ま

川
が わ

砂川市

　石山川は、石狩川水系空知川に合流する一
級河川で、S63年、H4年の洪水により家屋浸水
など多大な被害が発生。
　このため、計画延長3.0kmの区間について、河
積の拡大を行い、砂川市空知太地区などの家
屋322戸、農地12haの浸水被害を防止するも
の。

H12
(2000)

H30
(2018)

R4
(2022)

3,300 1,100 3,984 1,328 継続
(変更無)

継続
専決
地区

11 建設部
河川総合流域防災事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-11 ヌッチ川
が わ

余市町

　ヌッチ川は、日本川に注ぐ二級河川で、S37
年、S48年、S60年の洪水による浸水被害を受
け、H2年より河川改修事業に着手。その後、
H22年の洪水においても、浸水被害が発生。
　このため、H25年に事業区間を延伸し、計画延
長8.6kmの区間について、堤防の新設や河積の
拡大を行い、余市町沢町地区などの家屋463
戸、農地80haの浸水被害を防止するもの。

H2
(1990)

R5
(2023)

R7
(2025)

6,700 3,015 8,254 3,714 継続
(変更無)

継続
専決
地区

12 建設部
河川総合流域防災事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-12 常盤
と き わ

川
が わ

函館市

　常盤川は、津軽海峡に注ぐ二級河川で、H7
年、H9年の洪水により、家屋浸水など多大な被
害が発生。
　このため、計画延長1.6kmの区間について、河
積の拡大を行い、函館市桔梗地区の家屋279
戸、農地4haの浸水被害を防止するもの。

H19
(2007)

R10
(2028)

R12
(2030)

3,596 1,618 3,886 1,749 継続
(変更無)

継続
専決
地区
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総事業費 総事業費

(直近 (変更)
又は
当初)

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

整
理
番
号

事 業 概 要 等
うち

道負担額
うち

道負担額

令和元年度公共事業再評価総括表

所管部
ふりがな

地区名
事　業　種　別

変更

調書番号
事 業
着 手
年 度 直近

又は
当初

完 了
予 定
年 度

市町村名 摘　要

意見等

評　価　結　果

摘要（変更内容等）

一次政策評価 二次政策評価

方針方針

13 建設部
河川総合流域防災事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-13 大松
お お ま つ

前川
ま え が わ

松前町

　大松前川は、松前湾に注ぐ二級河川で、H17
年の洪水により、家屋浸水など多大な被害が発
生。
　このため、計画延長0.71kmの区間について、
河積の拡大を行い、松前町福山地区の家屋66
戸の浸水被害を防止するもの。

H18
(2006)

H30
(2018)

R7
(2025)

900 405 1,078 485 継続
(変更無)

継続
専決
地区

14 建設部
通常砂防事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-14 ユードロ沢川
かわ

留萌市

　ユードロ沢川地区は、流域内が荒廃しており、
今後の出水により下流域への土砂・流木の流出
が懸念される。
　このため、留萌市大和田町地区の人家14戸
などを保全するため、砂防設備（砂防堰堤工）の
整備を行うもの。

H26
(2014)

H29
(2017)

R5
(2023)

140 70 437 219 継続
(変更無)

継続
専決
地区

15 建設部
通常砂防事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-15 琴似
こ と に

発寒
は っ さ む

川
が わ

札幌市

　琴似発寒川地区は、H10年、H16年の豪雨に
より流域内が荒廃しており、今後の出水により下
流域への土砂流出が懸念される。
　このため、札幌市中央区盤渓・西区西野地区
の人家24,231戸などを保全するため、砂防設
備（砂防堰堤工、砂防堰堤改良工、渓流保全
工）の整備を行うもの。

H21
(2009)

R1
(2019)

R7
(2025)

1,290 645 1,661 831 継続
(変更無)

継続
専決
地区

16 建設部
通常砂防事業費
(社会資本整備総合交付金）

08-16 三新
さ ん し ん

川
が わ

せたな町

　三新川地区は、H22年の豪雨により山腹崩壊
が発生しており、今後の出水により下流域への
土砂流出が懸念される。
　このため、せたな町大成区宮野の人家13戸な
どを保全するため、砂防設備（土石流堆積工）
の整備を行うもの。

H26
(2014)

H28
(2016)

R4
(2022)

170 85 320 160 継続
(変更有)

砂防堰堤工
→土石流堆積
工

継続
専決
地区
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総事業費 総事業費

(直近 (変更)
又は
当初)

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

整
理
番
号

事 業 概 要 等
うち

道負担額
うち

道負担額

令和元年度公共事業再評価総括表

所管部
ふりがな

地区名
事　業　種　別

変更

調書番号
事 業
着 手
年 度 直近

又は
当初

完 了
予 定
年 度

市町村名 摘　要

意見等

評　価　結　果

摘要（変更内容等）

一次政策評価 二次政策評価

方針方針

17 建設部
通常砂防事業費
(社会資本整備総合交付金）

08-17 東浜
ひがしはま

沢
さ わ

川
が わ

羽幌町

　東浜沢川地区は、H22年の豪雨により土砂流
出が発生しており、今後の出水により下流域へ
の土砂流出が懸念される。
　このため、羽幌町焼尻地区の人家9戸などを
保全するため、砂防設備（砂防堰堤工、渓流保
全工）の整備を行うもの。

H26
(2014)

H30
(2018)

R5
(2023)

250 125 519 260 継続
(変更無)

継続
専決
地区

18 建設部
火山砂防事業費
(社会資本整備総合交付金）

08-18
富良野

ふ ら の

川
が わ

（2号
ご う

堰堤
え ん て い

）
上富良野町

　富良野川地区は、S37の噴火を契機に富良野
川通常砂防事業に着手。
　S62年に「十勝岳周辺泥流対策検討委員会」
が設置され、「火山泥流対策基本計画」を策
定。
　上記に基づき、H1年より富良野川火山砂防事
業に着手。
　上富良野町、中富良野町の人家89戸などを
保全するため、既設砂防設備（砂防堰堤工）の
改良を行うもの。

H26
(2014)

R4
(2022)

R7
(2025)

4,644 2,090 6,804 3,062 継続
(変更有)

堤長L=258m
→L=274m

堤高H=18.5m
→h=18.0m

継続
審議
地区

19 建設部
火山砂防事業費
(社会資本整備総合交付金）

08-19 辺別川
べ べ つ が わ

美瑛町

　辺別川地区は、H18年、H19年の豪雨により流
域内の荒廃が進行し、今後の出水により下流域
への土砂流出が懸念される。
　このため、美瑛町朗根内地区・俵真布地区の
人家29戸などを保全するため、砂防設備（砂防
堰堤改良工、流木捕捉工）の整備を行うもの。

H21
(2009)

R1
(2019)

R5
(2023)

1,680 756 2,090 941 継続
(変更無)

継続
専決
地区

20 建設部
火山砂防事業費
(社会資本整備総合交付金）

08-20 森町
も り ま ち

工区
こ う く

森町

　森町地区は、H8年に駒ヶ岳が噴火し、同年の
豪雨により土石流が発生。
　また、H10年、H12年にも噴火しており、今後の
出水により下流域への土砂流出が懸念される。
　このため、森町尾白内地区の人家215戸など
を保全するため、砂防設備（砂防堰堤工、導流
工、道流堤）の整備を行うもの。

H12
(2000)

R1
(2019)

R6
(2024)

2,726 1,227 2,962 1,333 継続
(変更無)

継続
専決
地区
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21 建設部
火山砂防事業費
(社会資本整備総合交付金）

08-21 砂原町
さ わ ら ち ょ う

工区
こ う く

森町

　砂原町地区は、H8年に駒ヶ岳が噴火し、同年
の豪雨により土石流が発生。
　また、H10年、H12年にも噴火しており、今後の
出水により下流域への土砂流出が懸念される。
　このため、森町（旧砂原町）の人家890戸など
を保全するため、砂防設備（砂防堰堤工、導流
工、道流堤）の整備を行うもの。

H12
(2000)

R10
(2028)

R15
(2033)

15,469 6,961 16,595 7,468 継続
(変更無)

継続
専決
地区

22 建設部
総合流域防災事業（砂防）費
（社会資本整備総合交付金）

08-22 シカノ沢
さ わ

川
が わ

小樽市

　シカノ沢川地区は、流域内が荒廃しており、今
後の出水により下流域への土砂・流木の流出が
懸念される。
　このため、小樽市朝里地区の人家7戸などを
保全するため、砂防設備（砂防堰堤工、渓流保
全工）の整備を行うもの。

H26
(2014)

H30
(2018)

R3
(2021)

210 105 463 232 継続
(変更無)

継続
専決
地区

23 建設部
地すべり対策事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-23 緑町
みどり まち

紋別市

　緑町地区の斜面では、段差地形や樹木の傾
倒等を確認。
　また、地下水が豊富で各所に湧水や湿地があ
るため、融雪水や豪雨による斜面の不安定化が
懸念される。
　このため、紋別市緑町地区の人家121戸など
を保全するため、地すべり対策施設（集水井
工、水路工、頭部排土工）の整備を行うもの。

H26
(2014)

R5
(2023)

変更無 950 475 1,072 536 継続
(変更無)

継続
専決
地区

24 建設部
総合流域防災事業（急傾斜）費
（社会資本整備総合交付金）

08-24 小樽
お た る

梅ヶ枝
う め が え

2 小樽市

　小樽梅ヶ枝2地区は、H22年の大雨により斜面
崩壊が発生。
　このため、小樽市梅ヶ枝2地区の人家13戸な
どを保全するため、急傾斜地崩壊防止施設（土
留柵工、地山補強土工）の整備を行うもの。

H26
(2014)

H29
(2017)

R3
(2021)

215 129 400 232 継続
(変更有)

土留柵工
（区間延長）
L=194m
→L=170m

継続
審議
地区
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25 建設部
急傾斜地崩壊対策事業費
（事業間連携砂防等事業（補助））

08-25 南茅部
み な み か や べ

川汲
か っ く み

函館市

　南茅部川汲地区は、H10年の台風より、斜面
崩壊が発生。また、H19年の豪雨においても、斜
面崩壊が発生し、斜面の不安定化が進行。
　このため、函館市川汲地区の人家56戸などを
保全するため、急傾斜地崩壊防止施設（土留
柵工、プレキャスト法枠工）の整備を行うもの。

H21
(2009)

H30
(2018)

R4
(2022)

800 470 950 519 継続
(変更有)

土留柵工
（区間延長）
L=792m
→L=780m

継続
専決
地区

26 建設部
急傾斜地崩壊対策事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-26
室蘭
む ろ ら ん

母恋
ぼ こ い

北町
き た ま ち

3-1
室蘭市

　室蘭母恋北町3-1地区は、H13年に隣接する
母恋北町地区において、斜面崩壊より人家など
の被害が発生。
　このため、室蘭市母恋北町2、3丁目の人家21
戸などを保全するため、急傾斜地崩壊防止施
設（土留柵工、地山補強土工）の整備を行うも
の。

H21
(2009)

H28
(2016)

R3
(2021)

800 428 870 466 継続
(変更有)

土留柵工
（区間延長）
L=450m
→L=356m

継続
専決
地区

27 建設部
海岸浸食対策費
（社会資本整備総合交付金）

08-27 虎杖浜
こ じ ょ う は ま

海岸
か い が ん

白老町

　虎杖浜海岸は、砂浜の浸食が著しく、台風や
低気圧の接近時には、背後の人家等に越波、
浸水被害が発生。
　このため、離岸堤の施設整備を行い、家屋等
304戸を保全するもの。

H26
(2014)

R5
(2023)

R11
(2029)

3,230 1,454 5,390 2,426 継続
(変更無)

継続
審議
地区

28 建設部
都市計画街路事業費
（防災・安全交付金）

08-28 3・4・47文教
ぶんきょう

通
どおり

函館市

　文教通は、函館市中心部から日吉町、高丘
町、戸倉町などの市街地を通り、函館空港や恵
山方面を結ぶ幹線街路であるが、急勾配・狭小
幅員であり、安全な通行に支障をきたしている。
　このため、L=2.1㎞の区間において、道路（2車
線・両側自歩道）の新設整備を行うもの。

H19
(2007)

R1
(2019)

R5
(2023)

9,530 3,812 11,673 4,669 継続
(変更有)

【計画】L=2.0㎞
→L=2.1㎞

橋梁N=2橋
→N=3橋

継続
専決
地区
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29 建設部
都市計画街路事業費
（社会資本整備総合交付金）

08-29
3・6・82臨空

り ん く う

工業
こ う ぎ ょ う

団地
だ ん ち

通
とおり 函館市

　臨空工業団地通は、臨空工業団地と函館空
港・函館港との物流及び地域の生活を支える重
要性の高い路線であるが、現道は急勾配・急
カーブであり、大型車のスリップの危険性が指摘
されてきた。
　このため、L=1.7㎞の区間において、道路改良
を行い、臨空工業団地から函館空港・函館港へ
の物流の効率化及びリダンダンシーの強化を図
るもの。

H26
(2014)

H30
(2018)

R3
(2021)

4,900 1,960 3,984 1,594 継続
(変更無)

継続
審議
地区
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